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カンガルーの人工晴育

カンカツレーの人｜：晴育’私lζとって初体験で興

味深いものです。カンガノレーの人J：晴脊の知識も

なく i企）flこくれながらもカンガノレーの仔のL七{ijJjJ 

！と感銘し、 i'I己流の日前脊）J法lとて人工晴育する’n:
lζしました。そのH市育記より抜すいして，i己します。

6月9「lの朝、、｜何日通りカンカVレー舎へ入ると山ネ．

のコンク リー 卜床の制lζ動く ’n:なく柿たわってい

るカンガルーのJfを発μしました。もう死亡して

いるのではと不安気に抱き上げる と、かすかに1!11

き、低いI！日き戸fを山しました。

体i品も低く 、貧血気味で、一刻も早 く縮かい袋｛ζ

入れて！iifiAしてやろうと削れぬ

Tっきで、育児のうを縫いまし

た。乙のカンガノレーが親の育児

のうにいるのが倣認されたのは

2月のIJ111)で、初めて袋から草［fi

をi'l-'1したのが6月の511でしたo

~k1:変 150 11 前後と推定される雌

の亦カンガルーです。

人工のずf9~のうに収符しました

ら 、 11 1で勤き同り 1~i,; ってしまい

ました。幸い乳を出している1JI ,.. 

羊がいましたので山羊の乳で育

てる＇Jl:Iζ しました。

カンガルーと山羊との乳成分が

近かった事は幸いでした。Uf1I乳具は、スポイドの

先Kムシコームを付けたものを使用しました。慣れ

ぬためか、最初は吸おう としませんので、少量づ

っ流し込んで授乳しま した。大小便は耕地孔を桁

でマッサージしてり!:ii止を促しました。乙の日、9

ll~j＇から2411!i＇まで一時IWおきに 90C C 授乳し、 休

muooグラムでした。翌朝4時半授乳lζ行きます

と、 ）i宵・11:：気付き袋の，，，で動き回り！！鳥いていま し

Tこ。

""I乳具lζも慣れてスポイドを手で振り元気よく吸

いました。一日lζ 5凶位脱脂綿』ζ祖混ーを浸し、体

をふいてやりました。授乳が終ると眠り続け空腹

になると袋のljtで勤き回り鳴くのです。乙の日前ff

j問問，，：は相当＇1illiJ物のえぞ鹿、花鹿、スプリングパ

ック、エランドの出産却jで毎日忙しい日が続きま

しTこ。

公u以も続長1;iWJでありましたが幸い渦い口がらiき、
11111は 27°C位で夜間のみ屯気コタツで保侃しま

した。旬；1I lldi乳"lil:250CC、 体重1600グラムで

した。袋から 出すと、私の後をj自い元気よく占り

凶っています。私の姿が見えなくなると、＿：＿,,Ji:）己

でなち上り、キ ョロキョロしながら不安そうにI![}

き、姿がμえると；.t:り寄ってきます。

被1:;も完全lζはえそろい、クロパーなどを食べる

しぐさをしますが、 まだ食べるのは力！€押．なw で

す。物音lζ驚いた時、袋へ飛ひ’

込む動f1：は、芳lからもぐり込み

rl Iで回転し、又袋から顔を山し

て外の気配を見回しているので

す。｜時折、fザー親の所へつれてい

ってやるのですが、問：親は仔を

1！！~観して走 り 回 り 、 l子も吋続へ

は近寄らず、私の方へ走り寄っ

てきます。l浦育後40日闘で 111 

の晴乳回数8回、時i乳量 330C

C 、体重1800g位でした。 llfll育BF~

始時が生後 150Hとしますと、

生後 190日目に当り、 r1然の状

態では袋から出たり入ったりし

ている凶です。自j［乳期までは期聞が長い’JJですが

崩強って、 r1然の状態より勝るカンガルー！と附fi< 

しようと思っています。 （三 ifli Ji-: fl}] ) 
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動物と愛情

或日、荘、は市場カゴをさげ口物』ζ行く道で一人

の女の方と匁lり伶いました。その人は、とても、

私以上lζ動物の好きなノb＇で2～3分の聞ですっかり

親しくなり、その後もII与々迫で合っては動物の話

しに?J!'1ltになるのです。とくに可愛偲な犬の事と

なると、 11!i'lmの立つのも忘れ、話し込んでしまい

ます。

私は、よい友達の山米た・nが、なんだか心強く感

じたのです。いつも、その友と話し合う事は、犬

を飼っている皆さんが、あまりにも無とん着であ

ると云う事です。衆111、しかも真夜l判ζ、家のtjI 

lとも入れてやらず、戸外で凍えそうになって、ね

ている犬、又暑い黒い日中、カンカン！照りの日向

きで、つなぎぱなしで先にそうな声を出し、日蔭

を求め、7.1<を求め、:V.；抗iな声をはり上げている犬

文わざわざ鎖を短かくされて、首つり同様になり

ねている犬、身長11きならない程小さい箱K入れら

れて、 ゴ'f.ち上がる－・JJすら出来ない犬。たとえ、犬

と言えども、そんな惨い •JJ、ゆるされてよいもの
でしょうか。なぜそんな引が、平気で出来るのだ

ろうか。疑問にさえ思うのです。犬だって一つの

生命を持っているのだ。

私は見るによよ兼ねてその家に入り、その事を話し

て、 お願いする。 しかもぺコぺコ頭を下げて、

ていねいにお願いするのです。でも私の願いを聞

いて下さるどζろか、いつも叱られるのがおちで

す。そんな方々は知らず知らずの内lζ非をつくっ

ておられる寸He気がつかないのでしょうか。悲し

い事です。邪l縫であれば始めから飼わねばよいと

さえ言いたくなるのです、動物は純情です。天心

らんまんです。愛wをもって接すれば必ずそれだ

けかえしてくれます。人間の恩も、なさけも、知！

っています。それがなぜ分からないのでしょう。

乙れは聞いた話しですが、独身の男のブJーで、熱出

魚と金魚をとっても可愛いがって飼っているので

すが、毎朝、山必Jするさい「行ってくるよ」と言っ

てガラスの側面を トントンとたたいて出かけるの

です。タ）J侃－って来ると、どうでしょう。全部の

魚、は、待ちかねた織にガラスの一方に集って、さ

も嬢しそうに鼻を並べるのです。そζ で又、 トン

トンとガラスをたたいて、 「ただいま」と言って

やるそうです。 「一寸の虫でも五分の魂」 という

様に金魚ゃあの小さな熱得f.IJ、でさえ、人閣の心か

らの愛知が通じているのです。まして人間と身近

lζ生活を共ICしている犬は、私達の愛情、心の，，，

動物愛護週間によせて

までよく知っています。動物だけではなく 、私達

の心をいやしてくれる様々の木々でさえ、人間の

変を正直lζ見せてくれます。

乙のもの言えぬ動物、植物を愛する、ささやかな

がらも暖かい愛的が、家庭を守り、さでは国をも

守る誌となるのではないでしょうか。もし犬を飼

いたい、 .1.:bを飼いたいと思った時、先づ第ーにil!l
が世話をするのかをコ考えるべきだと思うのです。

おじいさんが好きだから、子供lζせがまれたから

おもちゃがわりにといって、それを簡単に飼うすま

はλきな間~いだと言いたいのです。食べ物をつ
くり、世話を統けていかねばならない。その本人

自身が、心から動物好きでなければ絶体lζ飼育出

来るものではありません。

サーカスを見てもよく分かります。犬は勿論、あ

の猛獣である トラ、ライオン、 大きな象、，［~でさ
え、人聞を信頼し、心からの暖かい変を受けて、

あんなに可愛いい芸を見せてくれます。私はいつ

も涙の出る思いで、さぞ辛かったろう、あんなに

まで見えるには、どんなにか苦しかったろうと心

うたれるのです。それもみなやさしい愛情の外、

何ものもないと信じるのです。

最後にウソの械な本当の話しをさせて頂きます。

ネズミと言うものは、人が居れば少しも姿を見せ

ない。ネズミ｜’｜身が、人聞に愛されていない・Jιをよ

く知っているからでしょう。私達がーたん取りそ

乙なったとなると一大・J＇＼＇.、必らず復枠するのが、

ネズミ の執念です。タンスの後IC穴をあけ、衣類

をかみ、ふとんには小使をかけ、その復讐は雌実

とさえ言われています。そのネズミでさえ人間の

愛情をよく知っていたのです。

話は7～8年前の・r~になるのですが、 私はふとした

事からおすし屋さんと心安くなり、時々お店lζお

邪魔させて頂いておりま した。お店は、かなり大

きく経営され、美 しい！ぷじのよいお店でした。

と乙ろが夕方になると、その美しいお店lζネズミ

が山始めるのです。）Ji元には、勿論、ビーノレを飲

んでおられるお谷線の自の前を2、3匹のネズミ君

がチョロチョロ山て米て右往左往するのです。乙・

ちらがびっくりしても、ネズミ君の方は、少しも

驚かず、かえって愛婿をふりまわす如 く両手をす

り合わせたり、顔を洗ったり、とても可愛いい事

をするのです。そして落ちつきはらって遊んでい

るのです。それには、いかなる動物好きの私も声

が出ませんでした。米ておられるお客様も常客の

方らしく 「またや、またや」 と言って笑っておら

れるのです。
次頁の下ICつづく
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動助園クラフ
“ベ ビー 誕 生日

可愛いい赤ちゃんたちが、ぞく ぞく生まれました。

毎il、赤ちゃんたちの・w，訊－で、例行係は大忙がし。

みんなスクスク元気に、行ってくれる絞lζ祈っています。

↑ ラ イ オン

_, ・-・ 

（、
正木さんのさし1'1.¥す晴乳ピンにしゃぶりつ
くライオンの赤ちゃんたち。

↑ オオヅル

ふ化直後から人工宵縦しています。池内

さんのさしII＼すえさを上手に食べます。

↑ キンクロハジロ
アイスランドからとりょせた卯を人

工ふ化させ、大きくしました。後ろ
は的当の磯l.Qさん。

↑ アグーチ fd かねずみ） 可J
なかなか主f.Wt刀 ；盛です。 、
かわいいしぐさ」んさを食べます。 J

そのネズミ述は、そのお店の人気ものの絞になってい

ました。後目、私はお店の奥さんに聞いてみて二度び

っくりと共｛ζ萌の下がる思いをしたのです。その奥さ

んの話しでは、旬｜仇、ねる前｛ζ、真白などはんをどん

ぶり鉢lζてん乙もりに入れ、台所のすしどばんの炊く

かまどの上lζ置いて「さあ沢山食べなさいやjと大声

で言っておいて二階へ上がるらしいのです。

少し不泊潔な似な話ですが、ネズミでさえも、犬猫同

級、人間の愛'ti'iを知っている。そして、それに対して

点目な愛をかえしてくれる。
5日

6口

7日

f トラ

すっかり大きくなり、巡動窃ではしゃぎまわり、母ラ
イオンをl付らせます。

8月動物園日記
プラックノぜ。ノタの赤ちゃんが生まれた。
台北動物闘からきたセンザンコウのめすが食欲不振とな

り死にました。
ニホ ンシカが止まれました。
猛暑にうだるシロクマ、ペンギンたちに町の氷屋さんか

ら氷のプレゼントがありました。

朝おきて以て、全部きれいに食べてあるのが、奥さん

はとても糾しいのだそうです。 しかも、時々、大・ti'.な
食料品を戸棚｛ζ入れ忘れていても向一つ食べず、いた

ずらさえもしていない事が可愛いくてたまらないらし

く、一生懸命話して下さいました。私は何かしら、そ

の奥さんに教えられた線な気持でーぱいでした。

私は深く深く感激したのでした。広める人！とも貧しい

人にでも 、 X善人lζ も悪人にでも 、 』l~ I立な平等の愛を
ノ'I~ してくれる。乙のもの言えぬ動物、 伯しみを？：fl らぬ

乙の動物をどζ でどんな場合でも愛し、いたわってや

ろうではありませんか。そして飼った限り、持さん、

故後までti・ffを持って守ってやって下さい。と)fi＂を大

lζ して叫びたいのでどざいます。

8日 新設の猛禽舎にコンドルなどを移しました。

9日 ハナシカが生まれました。
キングペンギンはふ化直前でしたが、親がふみつぶして

失敗してしまいました。

大阪rilJ也医上辻IRJ64器地
10日 ホロホロチョウなどカモシカ闘に放飼するため翼の切断

手術をしました。
村田鈴 f 11日 ハナシカとアグーチlζl}f.ちゃんができました。

- .1 -

12臼 エミューを新設走烏伶！と放飼しました。

13日 オオヅJレ1羽ふ化しましたカ$14口になってmしい乙と
にほ｛ζかみ乙ろされてしまいました。

15 IJ タロヒョウのメスが必衰のため死IC:ました。
飼育年数19年です。

1911 動物悶の白術消防隊の消防tJil紋がありました。
22日 ヨーロッパオオカミのおすが肝炎のため死にました。
23口 キューパフラミンゴ3羽が入国しました。

レア 2;J;Jが入国しました。

261:1 .~：i:iili道路ill設工事が閣内でどんどんはじまりました。
29n キングペンギンの 1;J;Jが絢弱症にかかり治療をうけて

います。
30日 ダチョウ 2羽が入園しました。
3111 新しい小獣合の建設工事がはじまりました。



動物を用いた薬の話

動物閣にはときどき変ったととを言って来られ

る方があります。例えば 「鶴のフ ンを飲むと酒嫌

いになる」と聞きましたので分けて下さい。 卜ラ

の毛は魔除lζなるとか？ トラの爪を持っている

と強い子供が生まれる と聞いていますので分けて

下さい。と言うような乙とです。近郷の動物園に

も大体同じような乙とを言って来られる方がある

そうです。そζ で何故乙のような乙とを信じる人

があるのだろう ？ と不審K，思われたので調べて

見ました。

江戸時代の文政 5年大阪でコレラが大流行したと

きにト ラの頭の骨を粉にして丸薬として与えたと

乙ろ、コレラによ く効いたと伝えられています。

乙の薬の製造元とも言うべき耕I良神社を中心κ大

阪の道修町の楽問屋が今日のように発展したので

すから、大変良く効いたのでしょう。

道修町ーの薬問屋さんは皆乙の糾l農林社の氏子とな

っています。今でもお祭のときは笹の枝IL首を振

る張子の トラをぶら下げて配っています。 ζ 乙の

や11社の御神体はすくな彦命となっていて、有11農の

字を用いてはいますが漢方には関係はありません

一応日本における薬の祢Ii俄です。漢方薬の方はか

なりはっきりしています。即ち神農炎帝が百薬の

薬効を試みた乙とに始まり乙れが伝えられ、 ヌ｜三草

網固と言う本にまとめられ、 i英の時代lと季当が、

床の時代l乙陶弘景が更に1000余の薬草の薬効が記

されています。これが漢方医学の母体となってい

るようです。乙れらの漢方薬が仏教の伝来と共lζ

漢、宋、店、K留学した僧呂lζよって我国に持込

まれたのですが、当時は甚だ貴重なもので宮廷な

ど高貴な一部社会の人々にのみしか用いられず、

一般庶民にはその療法は及びませんでした。

（乙れらの資料は奈良東大寺正倉院に残されてい

ます）しかし日本古来Kも大国主の命の神話で有

名な毛をむしられて裸にさせられたウサギを治す

のlζ蒲の秘が用いられました。乙のように民間療

法的なものが、その地方地方でl¥ft言うともなく伝

えられています。 明確なものには伯者（今の出~：

地方）の国の黒焼方といって動物を黒焼Kして用

いる治療法があって主lζ外傷K効果があったよう

です。漢方lζは黒焼はありません。従って現在日

本に多くある漢方薬局の店頭IC飾られであるのを

見ると、漢方と日本古来のものが同居しているよ

うです。

小山直先生K洩方での薬用動物についてお尋ねし

ましたとζ ろ、動物を用いたものには強壮剤が多

い、漢方薬ではそのものの産地と薬効と言う乙と

を重視している。例えば、サイ角や尿が下熱剤とし

て効果があると言われているが、尿のJ易会そのサ

イがキナの木の繁った地帯lζ生接していて、キナ

の葉を大量に食べていたと言う乙とが分かった。

乙のような関係があるので動物固などで永年飼育

せられているものについては、果してその効果が

在るかは疑問であると言う乙とでした。

日本lといろいろある民間療法の巾で動物を用いた

ものも、その時点では効果のあったものもあった

のでしょうが、全面的に効果があるとは言えない

のではないでしょうか。

現在科学的に究明せられている薬草や熊の胃、ガ

マの拍 （強心剤）などのように明らかにされてい

ないものKついては、大いに疑問があると思いま

す。頭初lζ出て来た卜ラの毛や爪などは一寸迷信

的なものを含んでいるのではないでしょうか。

主な薬用動物

コウモリのフン一目の薬 カイコのフン一利尿剤 。
レイコウの角一神経痛、顕胸 サイ角一血液更新

ガマの拙一強心剤 ジャコワ一興沓剤熊の胆謹

一胃腸及痛み止め 牛貰胆石一強心下熱

鹿茸（袋角）一捕血、強壮剤 タツノオトシゴ．一強

壮剤 虎j皮経骨・ー神経痛、リュウマチ

必 間 恵爾

表紙の写真説明

ブラ ックパッ ク

ねじれた角がおすだけにありたいへん美しし、かも

しかで昔。からだ全体はコーヒ一色で、 l浪の周り

と腹部が白いので、都市をつけ、黒い7 ン卜を芝i

ているようです。

． 
’ 

ヒクイドリ 、レア入園

先頃完成した必
烏舎に、ダチョウ
2 ;j;J、ヒクイドリ
3羽、レ72;J;Jが入
国して欣飼されま
した。ダチョウは
動物園の人気者で
すが、ほぽ6年前
以前いたのが死ん
でからおりません

や ~~~~切回 でしたが、入国者
からダチョウを早
く見たいとの声も
あり今度のお目見
i与となりました。
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乙のほど新しい獄禽舎が完成し、コンドルをはじめハ
ゲワシなど大型の猛禽は大きいフライイングゲージへ、
韓国から親善使節としてきたワシミミズクなど小型の猛
禽は両Jl!IJIC設けられた 6~の小部屋IC入れられました。
従来のよりずっと見やすく、広々 とした！感じの動物舎で
す。

動物園ニュース

キューJ＇＼フラミンゴ入園

乙のほどキューパフラミンゴが3羽購入され入国しま
した。ζのフラミンコ‘は名前の通りカ リフV削とあるキュ
ーパj誌やフロリ グ半島！とすんでいます。熱帯地方i亡すむ
ため色はたいへんあぎやかな耕一色をしています。
新しいフラミンゴ他にはなされましたが、ヨーロ ッパ

フラミンコ＼チリーフラミンゴより一段とあざやかで、
入国者の闘を楽しませています。

け主溢ア唱イ

動物園協会売店設置さる／

動物園協会懸案の売店設置が決定し、早速工事にとり
かかり8月20日lζ地鎮祭、8片31日lζ棟上げ式を行ないま
した。9月下旬ICは完成し、営業開始できる予定です。

秋の動物愛護週間始まる／

社団法人大阪動物愛談会の主催による秋の動物愛護週
間が9月20日（金）から始まります。今年は愛護会創立印
刷年にあたるため記念行事が行なわれます。

主な催し物は次のとおりです
J~j間 9 月初日（金〕～ 9 ）~ 26日（木）
j罰則，＿，］ 犬の慰霊碑建立募金
23円（祭）家畜動物総合感謝祭

動物健康無料相談
,, 表彰（愛護関係者、動物園入選者、功労動物〕

記念梢樹、人形劇l
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あっちの友達、乙っちわ友達

みんな ミテケ・テケミを者ています。t

色がすっごくきれいです。

内外の子供tlliとテケ・テケミ をおーょう／／

l.l;J; 
自民事董拘、吋事司E簡ミまぜ
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